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１．はじめに  

 2014 年以降，定期点検要領策定により，橋長 2.0 m以上の道路橋に対し定期点検が義務付けられている．対

象全ての橋梁に対し，定期的な点検と共に補修の必要性を診断している．しかし，地方自治体，設計会社共に

人員や予算などのリソース不足により，補修設計，補修工事への着手率が低いことが問題となっている． 

今回開発した IRDS（IHI Repair Diagnosis Support）は，補修設計時，「劣化診断」，「試験方法選定」，「対策工

法選定」および「概算工費算出」を支援するツールである．経験の少ない技術者でもシステムの誘導によりそ

れぞれの機能が活用できるよう構築した．IRDS により検討時間を短縮することで，リソース不足をカバーす

る．本稿では，その具体的な機能について述べる． 

２．IRDSの機能  

 IRDSは鋼橋およびコンクリート橋の変状に対し，提

示される質問に回答していくことで，劣化要因の推定

が可能である．また，推定要因について，システム上

で提示される詳細試験を実施し，その結果を入力する

ことで要因の順位付けが行われる．以上の結果を総合

して対策工法を提示，概算工費を算出する． 

（1）劣化診断 

 使用者は鋼部材，コンクリート部材，あるいは共通

部材から該当する部材の変状を選択し，それぞれに適

した診断フローに沿って劣化の診断を実行する．図や

参考写真と共に示される質問事項に対し，準備された

回答から選択する形式（図-1）で，劣化要因を推定す

る．この際，外観状況，架橋位置，外的作用について

も回答する．入力された結果に基づき，劣化要因の候

補が提示される．  

（2）試験方法選定 

より可能性の高い要因を特定するために，詳細試験

の選定画面へと遷移する．提示した劣化要因ごとに候

補となる詳細試験方法を一覧で提示する．各詳細試験

には実績や経済性についての分類と，概要説明や関連

する論文，基準を記載した．実施した試験結果をこの

画面から登録することで，先に提示された劣化要因の

中でも，より確実性が高いものを IRDS 上で示すこと

が可能である． 
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図-1 IRDS劣化診断画面 
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（3）対策工法選定 

推定した劣化要因に加えて劣化状態を選択し，提示

された対策工法一覧から選定を行う．この過程におい

て，実績や効果に基づく区分，選定に至る考え方，フ

ロー図，工法の比較表といった補助資料（図-2）を掲

載した．従来の補修設計業務において選定された工法

に対してのセカンドオピニオンとしての活用も有用

であると考える．  

（4）概算工費算出機能 

提示された対策工法をもとに概算工費を算出する．

数量については使用者が指定する値，またはシステム

による橋梁規模からの概算値を使用し，労務単価につ

いては平成 31 年度公共工事設計労務単価（東京都単

価）を基準として初期値を設定し，使用者による変更

も可能とした．労務単価は基準の変更に合わせて定期

的に設定値の更新を実施する．  

続いて対策工費に足場費用，諸経費を合算し，一橋

あたりの費用とする．概算工費算定において，経験が

少ない技術者は足場の選定が難しいと言われている．

そこで足場工費の算定には，図や写真を掲載すること

でそれらを確認しながら選定するよう工夫を施した．

工費の算出には，足場タイプを選択し（図-3）橋梁規

模や設置期間，補正をかけるなどタイプに応じたフロ

ー（図-4）を用いる．諸経費については，先に算出し

た対策工費と足場工費に対し地域性と交通状況を加

味した率をかけ，共通仮設費，現場管理費，一般管理

費を算出する．これらと先述の劣化診断からの結果を

統合し，診断レポートとして出力可能である． 

３．新技術情報の掲載  

 詳細試験方法や対策工法の選定時には，NETIS登録

の技術があれば提示される．さらに，点検支援技術性

能カタログなどの新技術情報を加えたデータベース

を構築した．点検，補修といった目的別，さらに構造

や劣化要因別の分類に加え，検索機能により目的に応

じた新技術情報の入手が容易な構成とした（図-5）．各

技術の詳細画面では概要やカタログ，新技術として取

り扱った出典ページなどが確認可能である． 

４．おわりに  

 橋梁定期点検における地方自治体や設計会社のリソース不足の対策として IRDSを開発した．劣化の診断か

ら概算工費の算出まで一貫してサポートすることで，若手など経験が少ない技術者でも補修の検討が可能と

なる．またシステム上で仮想の検討を実施すれば学習効果も得られる．人的リソース不足への支援により，橋

梁の維持管理の速度向上にも寄与できると考える． 

図-3 足場タイプ選択画面 

図-2 対策工法選定補助資料例（フロー図） 

図-4 足場工費算出フロー 

図-5 新技術一覧画面構成 
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